
平和大通りの利活用のための整備イメージ（案）について 
 

３ 平和大通りの利活用のためのゾーンごとの整備の方向性 

  市民はもとより、平和記念公園を訪れる観光客などの人の流れを呼び込むような都心を貫く東西軸となるよう、次の六つのゾーンを設定し、平和大通り全体の統一感やゾーンごとの特性を踏まえ、魅力や価値を高める整備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 紙屋町・八丁堀地区に位置し、平和記念公園を訪れる観光客な

どの人の流れを都心に呼び込むためのアプローチとなるゾーン。 

・ このゾーンでは、既存施設の魅力を高められるよう、平和記念

公園とのつながりや鯉城通りなどの南北方向の人の流れを考慮

し、休憩広場の整備や都心への回遊を促す案内サインの充実など

を行う。 

・ 平和大通りの東端に位置し、平和記念公園を訪れる観光客などの人の流

れを比治山公園へと促すゾーン。 

・ このゾーンでは、既存施設の魅力を高められるよう、鎮魂の場である被爆

者の森との調和や比治山公園「平和の丘」構想に基づき再整備を行っている

比治山公園とのつながりも考慮し、被爆者の森への休憩広場の整備、芸術作

品の設置、比治山公園への回遊を促す案内サインの充実などを行う。 

 

・ 中四国地方最大の商業・業務地である紙屋町・八丁堀地区に位置し、平和記念公園を訪れ

る観光客などの人の流れを呼び込むための拠点となるゾーン。 

・ このゾーンでは、新たな魅力を創出できるよう、平和記念公園を訪れる観光客などの人

の流れや鯉城通りなどの南北方向の人の流れを考慮し、民間活力を導入しながら、新たなに

ぎわいを生み出す中心となる交流広場の整備やその魅力を高めるためのカフェ等の店舗の

設置などを行う。 

 

・ 紙屋町・八丁堀地区に位置し、平和記念公園を訪れる

観光客などの人の流れを Aゾーンへと促すゾーン。 

・ このゾーンでは、既存施設の魅力を高められるよう、隣

接するゾーンの特性や中央通りなどの南北方向の人の流

れを考慮し、交流広場や遊具広場の整備、日本庭園への

東屋の設置などを行う。 
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・ 住居が多い地域に位置し、地域住民のくつろぎの場を提供するゾーン。また、

平和記念公園の西側に位置し、平和記念公園を訪れる観光客などの人の流れを

西区内の平和大通りとその先のＪＲ西広島駅へと促すゾーン。 

・ このゾーンでは、既存施設の魅力を高められるよう、地域住民や観光客など

の幅広い世代のくつろぎや楽しみの場となる遊具広場の整備などを行う。 

Ｆゾーン 

 ・ 多くの観光客などが訪れる平和記念公園に隣接し、平和記念公園

に至るアプローチとなるゾーン。 

・ このゾーンでは、既存施設の魅力を高められるよう、平和記念公園

との一体性を考慮し、慰霊碑等の周辺の景観整備や平和大橋西詰（南

側）の休憩広場の整備などを行う。 

 

Ｅゾーン 

 

Ｄゾーン 

 

既存施設の魅力を高めるエリア

ア 

平和記念公園 

交流広場 交流広場 遊具広場 

遊具広場 

遊具広場 

遊具広場 

遊具広場 

休憩広場 

休憩広場 至 比治山公園 

至 ＪＲ西広島駅 

休憩広場 
休憩広場 

休憩広場 

休憩広場 休憩広場 

休憩広場 

新たな魅力を創出するエリア 既存施設の魅力を高めるエリア

ア 

休憩広場 

休憩広場 

被爆者の森 

おもてなし 鎮魂 憩い にぎわい おもてなし 鎮魂 憩い おもてなし 鎮魂 憩い にぎわい 

おもてなし 鎮魂 憩い おもてなし 鎮魂 憩い 鎮魂 憩い 

Ｄゾーン 

 

Ｅゾーン 

 

Ｆゾーン 

 

Ａゾーン 

 

2 

 

おもてなし 

休憩広場 

Ｃゾーン 

 

Ｂゾーン 

 

じ
ぞ
う
通
り

 

交流広場 

交流広場 交流広場 交流広場 

交流広場 交流広場 

Ｄゾーン 

Ｃゾーン 

交流広場 

鯉
城
通
り

 

並
木
通
り

 

鯉
城
通
り

 

中
央
通
り

 

流
川
通
り

 

薬
研
堀
通
り

 

（平和大橋） 

休憩広場 休憩広場 

交流広場 休憩広場 


